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クロマチンと転写の出会い 
～ ヘテロクロマチン形成と転写の共役機構 ～ 

概要 
 
 凝縮したクロマチンン構造であるヘテロクロマチンは染色体のテロメア・セン
トロメアに局在し染色体の維持に関与すると共に、エピジェネティックな転写抑
制をおこない、レトロポゾンなどの利己的遺伝子の抑制に働く。ヘテロクロマチ
ン研究の優れたモデル生物である分裂酵母の解析から、ヘテロクロマチン内の
non-coding RNA転写により発動する RNAiシステムがヘテロクロマチン形成に
必須であることが明らかになった。その後、このようなシステムが真核生物に広
く存在する事がわかり、精力的に解析が進められてきた。 
 我々は、この分裂酵母 RNAi依存ヘテロクロマチン形成が RNAポリメラーゼ Ⅱ
による non-coding RNAの転写と共役していることを示し（Kato et al. Science, 
2005）、その後もこの共役機構の解析を続けている。RNA ポリメラーゼ ⅡCTD
（C-terminal repeats domain）は種々のリン酸化を受け、そのリン酸化が転写の
開始・伸長・終結や転写産物のプロセシングを精密に制御していることが示唆さ
れている。我々はこの CTD リン酸化に着目して解析をおこない、複数のリン酸
化が協調してRNAi依存ヘテロクロマチンを多面的に制御することを最近明らか
にした。本セミナーではその最新の成果を紹介し、転写とクロマチン制御の関わ
りについて議論したい。 
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